
                           

      

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ま 

だ
復
調
の
兆
し
が
見 

え
な
い
経
済
、
毎
年 

の
よ
う
に
起
こ
る
想 

定
外
の
自
然
災
害
、 

当
区
で
は
、
７
・
11 

水
害
の
際
、
24
時
間
雨
量
２
４
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
、

連
日
災
害
復
旧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
26

年
前
の
こ
と
で
す
。
今
、
熱
海
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
は
、
明
日
の
安
塚
の
姿
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

安
塚
区
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、

市
と
集
落
住
民
が
意
見
交
換
を
重
ね
、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
順
次
作

成
し
て
お
り
ま
す
。
今
一
度
ご
自
身
の

地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
、

災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
密
を
避
け
た
生
活
は
続
い
て
い

ま
す
。 

 

良
い
機
会
で
す
の
で
、
安
塚
を
知
り
、

安
塚
の
集
落
巡
り
を
す
る
の
も
楽
し
い

で
す
よ
。 

 

地
域
活
動
支
援
事
業
を
活
用
し
て
発

行
さ
れ
た
「
安
塚
の
自
然
と
歴
史
ガ
イ

ド
」（
安
塚
自
然
友
の
会
）
と
い
う
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
大
変
参
考
に

な
り
ま
す
。 

 

ほ
か
に
も
小
中
学
生
が
協
力
し
た
棚

田
カ
フ
ェ
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な
行
事
・

施
設
が
身
近
に
あ
り
ま
す
。 

 

足
元
を
見
て
体
験
し
、
郷
土
の
素
晴

ら
し
い
と
こ
ろ
を
再
確
認
す
る
機
会
に

し
た
い
も
の
で
す
。 

 自
主
的
審
議
事
項
に
つ
い
て 

  

地
域
協
議
会
は
、
地
域
住
民
と
し
て

の
観
点
に
基
づ
き
、
自
主
的
な
判
断
で

区
内
の
課
題
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

を
自
主
的
審
議
事
項
と
い
い
、
自
主
的

審
議
事
項
と
し
て
話
し
合
っ
た
結
果
に

つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
、
区
内

で
活
動
し
て
い
る
団
体
に
協
力
・
連
携

を
求
め
る
ほ
か
、
市
長
に
意
見
書
を
提

出
し
、
市
政
で
の
実
現
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

第
５
期
（
令
和
２
年
４
月
29
日
か
ら

令
和
６
年
４
月
28
日
ま
で
）
の
地
域
協

議
会
委
員
で
取
り
組
む
自
主
的
審
議
事

項
の
テ
ー
マ
決
定
に
向
け
て
、
令
和
２

年
度
第
８
回
安
塚
区
地
域
協
議
会
か
ら

検
討
を
開
始
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し

な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

 

「
安
塚
地
域
の
持
続
性
に
つ
い
て
」
を

基
本
テ
ー
マ
と
し
て
、
取
り
組
む
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

 

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向

性
で
進
め
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆

様
に
も
御
意
見
等
を
お
聞
き
す
る
機
会

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際

は
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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横尾義智記念館管理事業 行野自治会 850

来館者の安全確保を図るため、老朽化により崩れ
落ち始めている扠首受壁の修繕を行う。また、来
館者に対して確実な誘導案内を行うため、誘導看
板を設置する。

安塚jrアルペンスキーク
ラブ育成事業

安塚スキークラブ 870

トレーニング用のポールパーツやタイム計測器等
を購入し、練習環境を整備する。また、定期練習
会の開催や各種大会等への参加の促進、選手のサ
ポートコーチングにより、将来世界に通じるス
キー選手の育成とスノースポーツ事業の拡大を図
る。

やすづか「小さな祭り」
開催事業

「小さな祭り」実
行委員会

700

コロナ禍で祭りの開催が難しくなっている中、今
の時代に合わせた形で「小さな祭り」を開催する
ことにより、地域活性化や地域の魅力の発信につ
なげる。

高齢者にこにこサロン支
援事業

上方自治会 80
高齢者の健康増進と生きがいづくりを図るため、
ボッチャの用具を購入し、にこにこサロン等で活
用する。

天空の里づくり推進事業 朴の木自治会 990

景観の整備と安塚区（朴の木集落）の魅力の発信
を図るため、のぼり旗等の購入や集落看板の更新
を行い、地元の小・中学校やボランティアと連携
しながら、「天空のお花畑・棚田カフェ」を開催
する。

山のうえの雪まつり事業
山のうえの雪まつ
り実行委員会

950

安塚の地域資源である雪とキューピットバレイの
土地を有効活用したイベントを通じて交流人口の
増加を図る。雪上花火の演出を目玉としたイベン
トを実施することで、更なる集客や地域活性化に
つなげる。

ジュニアバレーボールの
普及及び青少年健全育成
事業

安塚大島レッド
ウィングス

100

バレーボールの体験教室を開催し、バレーボール
の普及と保護者等の支援者の確保につなげる。ま
た、ユニフォームや応援用の横断幕を更新するこ
とにより、チームの一体感の醸成や子どもたちの
モチベーションと技術の向上を図る。

自然王国ほその村・四季
彩散策（巡り）事業

細野町内会 560

六夜山荘や棚田の景観を活かして、「四季彩散策
マップ」の作成等の事業を行うことにより、来訪
者に細野集落の自然を感じてもらい、細野集落と
安塚区の交流人口の拡大及びイメージアップにつ
なげる。

合計 8件 5,100

事業の名称 団体等の名称 事業の概要
補助採択額
（千円）

令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業 

の
採
択
結
果
に
つ
い
て 

 

５
月
20
日
（
木
）
に
開
催
し
た
第

３
回
安
塚
区
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
安

塚
区
へ
の
配
分
額
は
５
１
０
万
円
で

す
。
審
査
の
結
果
、
採
択
と
な
っ
た
事

業
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

              

 



令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業 

採
択
事
業
の
紹
介
（
８
事
業
） 

 『
横
尾
義
智
記
念
館
管
理
事
業
』 

（
行
野
自
治
会
） 

横
尾
義
智
記
念
館
管
理
事
業
に
つ
い

て
、
地
域
活
動
支
援
事
業
で
採
択
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
事
業
は
、
記
念
館
来
館
者
の
安
全
確

保
と
確
実
な
誘
導
案
内
を
行
う
た
め
、
扠

首
受
壁
の
修
繕
及
び
誘
導
看
板
設
置
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。 

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
来
館
者
の

増
加
へ
つ
な
げ
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん

に
横
尾
義
智
氏
の
偉
業
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

８
月
15
日
（
日
）
と
16
日
（
月
）
に

は
、
記
念
館
の
無
料
開
館
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

     

  

『
安
塚
ｊ
ｒ
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー 

ク
ラ
ブ
育
成
事
業
』 

（
安
塚
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
） 

安
塚
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
更
な
る
ジ

ュ
ニ
ア
育
成
環
境
の
向
上
等
を
目
的
に
、

地
域
活
動
支
援
事
業
の
補
助
を
受
け
て

機
材
を
購
入
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
近

年
、
そ
の
成
果
が
実
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
全
国
中
学
校
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
た
選
手
も
お
り
、
今
後
、

ま
す
ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ク
ラ
ブ
で
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ノ

ー
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
皆
さ
ん
の
加

入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

         

 
 

『
や
す
づ
か
「
小
さ
な
祭
り
」 

開
催
事
業
』 

（「
小
さ
な
祭
り
」
実
行
委
員
会
） 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
灯
ろ
う
ま
つ

り
」
を
今
年
は
お
盆
（
８
月
13
日
（
金
）

～
15
日
（
日
））
と
秋
（
10
月
１
日
（
金
）

～
３
日
（
日
）、
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
））

に
開
催
し
ま
す
。 

ま
つ
り
は
、
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
と
し

て
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

灯
ろ
う
作
り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
安
塚
や
そ
の
周
辺
の
素
敵

な
写
真
を
募
集
し
、
灯
ろ
う
と
一
緒
に
展

示
し
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
協
力
く
だ

さ
い
。 

          
 

『
高
齢
者
に
こ
に
こ 

サ
ロ
ン
支
援
事
業
』 

（
上
方
自
治
会
） 

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目

で
も
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
体
と
頭
を
適
度

に
動
か
し
、
老
若
男
女
誰
も
が
楽
し
め
る

競
技
で
す
。
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
生

き
が
い
づ
く
り
が
目
的
の
「
に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
」
に
う
っ
て
つ
け
だ
と
思
い
、
取
り

入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

今
回
、
地
域
活
動
支
援
事
業
を
活
用
し

て
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
人
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
気
軽
に
上
方
自
治
会
へ
声
を
か

け
て
下
さ
い
。 

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

         

灯
ろ
う
作
り 

の
お
願
い 

安
塚
や
周
辺
地
域

の
写
真
募
集 



『
天
空
の
里
づ
く
り
推
進
事
業
』 

（
朴
の
木
自
治
会
） 

毎
年
、
コ
ツ
コ
ツ
と
植
え
て
き
た
柳
葉

ひ
ま
わ
り
は
、
今
年
度
、
総
数
で
８
０
０

０
本
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
の
秋
に
は
、
棚
田
の
景
色
と
あ
い

ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分

に
し
た
う
え
で
、
安
塚
小
学
校
や
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
棚
田
カ
フ
ェ
」

を
盛
り
上
げ
た
い
と
、
今
か
ら
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
朴
の
木
の
「
天
空
の
お
花
畑
」

と
「
棚
田
カ
フ
ェ
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

温
か
い
お
茶
と
素
晴
ら
し
い
景
色
で
お

も
て
な
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

         

『
山
の
う
え
の
雪
ま
つ
り
事
業
』 

（
山
の
う
え
の
雪
ま
つ
り 

実
行
委
員
会
） 

本
事
業
は
、
私
た
ち
が
住
む
こ
の
安
塚

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
安

塚
の
「
冬
の
花
火
」
を
花
火
王
国
で
あ
る

新
潟
の
冬
の
名
物
に
し
た
い
と
思
い
、
活

動
し
て
い
ま
す
。 

安
塚
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
は
、
一
年
で

一
番
に
ぎ
わ
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
よ
り

多
く
の
人
に
こ
の
地
域
を
知
っ
て
も
ら

う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
来
て
み
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
地
域

の
方
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

         

『
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の 

普
及
及
び
青
少
年
健
全
育
成
事
業
』 

（
安
塚
大
島
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
ス
） 

私
た
ち
安
塚
大
島
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ

ス
は
、
安
塚
区
と
大
島
区
の
小
学
生
８
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
週
３
回
練
習
を
行

い
、
各
種
大
会
や
練
習
試
合
に
参
加
し
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
向
上
と
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。 

今
回
、
地
域
活
動
支
援
事
業
を
活
用
し
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
横
断
幕
の
購
入
、
体
験

教
室
の
開
催
な
ど
を
行
い
、
チ
ー
ム
の
活

性
化
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

チ
ー
ム
で
は
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
一
度
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

 
 

       

『
自
然
王
国
ほ
そ
の
村
・ 

四
季
彩
散
策
（
巡
り
）
事
業
』 

（
細
野
町
内
会
） 

細
野
集
落
で
は
長
年
に
わ
た
り
、
交
流

宿
泊
施
設
「
六
夜
山
荘
」
を
拠
点
に
「
農

業
」
と
「
食
」
の
体
験
を
通
じ
て
、
特
に

首
都
圏
の
よ
う
な
人
口
の
多
い
地
域
に

住
む
方
々
に
中
山
間
地
域
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
る
取
組
み
を
続
け
て
き
ま
し

た
。 コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
の
流
れ
が
途
絶

え
た
昨
今
、
初
心
に
立
ち
返
り
、
集
落
の

シ
ン
ボ
ル
「
六
夜
山
」
か
ら
の
眺
め
や
棚

田
の
風
景
、
住
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
細

野
全
体
を
資
産
と
考
え
、
新
し
い
交
流
体

験
を
打
ち
出
し
、
安
塚
区
全
体
へ
と
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

         


